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研修出張様式4

法人役員　研修報告書

	所　　属　　診療G　　　　　職　種　　I.O.O.　　　　　　氏　名  平　賀　　元

	期　　間　　２０１９年　５月３１日　～　　６月　２日

	出張目的　日本病院薬剤師会　東北ブロック　第９回学術大会

	出 張 先　秋田市

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


６月１日、２日の両日で日本病院薬剤師会　東北ブロック　第９回学術大会と第７４回医薬品相互作用
研究会シンポジウムとの合同で秋田市で開催された。毎年、東北各県の持ち回りで行われているが精神
領域に従事する病院勤務薬剤師が少ないこともあり、シンポジウム６の２つの発表で病院と院外処方を受ける保険薬局の発表があった。一方、ポスターセッションでは精神・高齢者領域の発表が全ポスター数９２演題のうち９演題あった。ポスター全体の約１０％にあたる発表が精神・高齢領域ということだ。
・せん妄治療におけるフローチャート導入効果の評価（秋田県立循環器。脳脊髄C）
・統合失調症患者における入退院時の抗精神病薬剤数増減と抗精神病薬投与量変化の関係（福島県立医）
・精神疾患患者における睡眠障害への酸棗仁湯の有用性（大館市立）
・秋田県における認知症入院患者に関する処方実態調査～県内５施設（２６３症例）の結果（緑ヶ丘）
・抗精神病薬投与患者の白血球数に及ぼす炭酸リチウムの影響（久仁会内丸病院）
・八戸圏域における抗不安薬・睡眠薬の処方実態に関する調査のための小規模研究２０１８（八戸市民）
・ブレクスピプラゾール導入法の違いからその後の治療へ与える影響を検討する（市立秋田）
・嚥下補助製品とレボフロキサシン製剤併用時の溶出性評価（岩手医大）
以上のようなポスター発表があり幾つかのものについては参考となるものがあった。残念ながら精神・高齢領域の発表の中から優秀ポスター賞は選択されなかった。

当院でも電子カルテ導入に関連して整備した薬局システムから、個別の薬剤ごとに使用量を抽出できるようにしたので、今後の発表への足掛かりとなる。また、フォーカスとなっている睡眠薬の使用実態についても調査・研究はほとんどなく副作用発現との関連についての調査・研究もなかった。今後、八戸薬剤師会との連携でレセプト情報から八戸市内で使用されている睡眠薬（ベンゾジアゼピン及び同じ薬理作用を持つ薬剤）の使用実態を調査することも可能になるように進めている。
来年は仙台市での開催が予定されており参加者数も秋田を上回り１０００名規模になることが予想されることからポスターなどでの発表ができるようにしていきたい。東北ブロックでの発表実績を足掛かりに全国規模の学会にも演題を出せるように準備していく。
※個別の発表については抄録を参照
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